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の状態が生成 される可能性があるので,ハ ドロンのバ ッグが破れて,大 重な領域で多数
のクォーク,グルオンが相互作用する,いわゆる,クォーク･グルオンプラズマ (QG
P)が生成 される事が期待 されている.QGPが生成 されると,非常に多数の粒子が放
出され,粒子数の狭い角皮内の揺らぎが非常に大 きくなる可能性が指摘 されている1).
ここでは,原子核 ･原子核衝突によって得られた半包含事象の1粒子 ラビデ ィテ ィ分















で定義する.<L(汰)>∝k-D の様に様に振舞 う時,Dをフラクタル次元と言 う2).
HELIOS-enulsion共同実験 (200GeV/Aの32SとWの衝突)によって得 られたET分布
のtail部分に属する1粒子擬 ラビディティ分布4)を図 1に示す.図 1の分布の各 ビンに











で与えられる.ここでAは擬 ラビディテ ィ分布のビンの帽を表わす.個々の事象の 1粒
子擬ラビディテ ィ分布に対す る解析をす ること,個々の事象はすべての角度領域で必ず
しも測定 されている訳では無いことを考慮すると,パワースペクトラムを推定す る際に


















漸化如 P｡-上 巳 (X(i)-X)2, e｡[n]=fo【n]=X(n) (n:1,2,･･･,n)
N l=I
か ら始る.パ ワースペクトラムの推定値の次数m (=M)は赤池の情報量基準6)が最低
となるよ うに決める.パワースペク トラムS(f)のm次の推定値が
~γ
Sm(f)∝f ,または ln Sm(f)∝ -γ1n ∫
の様に振舞 うとき, 1枚子分布のフラクタル次元DはD=(5-γ)/2で与えられ る.
図 1の 1位子分布を解析 した結果を図 3に示す.図中の直線は0.2≦f≦1.1の範囲に
対 して最小二乗法を適用 して求めた.最大 エン トロピー法 を用いて得 られたフラクタル
次元も樋 口の方法で求めたものとほぼ一致する.
4.まとめ
高エネルギ-原子核 ･原子核衝突によって得 られた事象の 1粒子 ラビディテ ィ分布杏
H iguch iの方法 と,パ ワースペク トル解析 (最大エン トロピ一法)とを用 いて解
析 し,分布のフラクタル次元を求めた.ここでは, 1事象 に関する解析結果を示 したの
みだが,今 までの解析結果6)から,いずれの方法で求められた次元 もはば一致 し, 1位
子分布が禎雑に見 える分布の次元は高 くなる事が分 って きている5).QGPが高 エネル
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